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表　紙

3月定例会議
No.182

葛巻高等学校
新入生の皆さん
（関連22Ｐ）

新年度新年度のの注目事業注目事業
大型事業後の財政見通しは ３議員が一般質問

未来像を語り合う未来像を語り合う 小・中・高校生ふるさと懇談会 16p16p

6p6p

10p10p

新新新新新新新新新新新新庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎建建建建建建建建建建建建設設設設設設設設設設へへへへへへ基基基基基基基基基基基本本本本本本本本本本本本設設設設設設設設設設計計計計計計計計計計計計 2p2p新新庁庁庁舎舎舎建設 基本本新新庁庁庁舎舎舎建建建設 基基本
30年度予算 総額92億円30年度予算 総額92億円
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３
月
定
例
会
議
は
、
３
月
２
日
か
ら
13
日
ま
で
の

12
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
鈴
木
町
長
が
施
政
方
針
を
、
吉
田
教
育
長

が
教
育
行
政
方
針
の
演
述
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
30
年
度
一
般
会

計
予
算
な
ど
19
件
が
、
全
議
員
の
賛
成
で
原
案
ど
お

り
『
決
定
』
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
３
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
の
対

応
や
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

山
村
留
学
寄
宿
舎
等
で
大
型
予
算

人
口
減
少
対
策
を

人
口
減
少
対
策
を

さ
ら
に
一
歩
前
進

さ
ら
に
一
歩
前
進

　

町
の
最
重
要
課
題
で
あ
る

「
人
口
減
少
対
策
」
は
、
成

果
が
少
し
ず
つ
実
感
で
き
て

お
り
、
さ
ら
に
一
歩
前
進
す

る
た
め
、
新
た
な
取
り
組
み

に
挑
戦
し
続
け
ま
す
。
各
種

施
策
に
よ
り
町
の
魅
力
を
高

め
、
効
果
的
に
情
報
発
信
し

て
い
く
こ
と
で
、
山
村
の
モ

デ
ル
と
し
て
交
流
人
口
や
移

住
・
定
住
者
の
増
加
を
目
指

し
ま
す
。

　

30
年
度
は
草
地
畜
産
基
盤

整
備
事
業
、
グ
リ
ー
ン
テ
ー

ジ
本
館
改
修
工
事
、
移
住
定

住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
導

入
な
ど
山
村
の
持
つ
力
・
魅

力
を
よ
り
輝
か
せ
、
山
村
留

学
寄
宿
舎
整
備
、
健
康
管
理

シ
ス
テ
ム
導
入
事
業
、
く
ず

ま
き
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
運
営
支

援
事
業
な
ど
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
共
に
支
え
合
う
思

い
や
り
の
あ
る
地
域
づ
く
り

を
進
め
、
地
区
公
民
館
整
備

事
業
、
役
場
庁
舎
建
設
事
業

な
ど
町
民
が
主
役
と
な
り
住

み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。　

　

今
後
も
住
民
の
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
捉
え
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
に
磨
き
を
か
け
、

課
題
に
対
し
て
積
極
果
敢
に

取
り
組
み
ま
す
。

町　　長
施政方針
（要約）

３月定例会議

新庁舎建設へへ基本設計基本設計

が進む現庁舎。
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減
少
し
ま
し
た
。
国
民
健
康

保
険
事
業
の
都
道
府
県
化
に

よ
る
影
響
で
す
。

　

２
つ
の
企
業
会
計
の
当
初

予
算
総
額
は
、
17
億
８
５
０

６
万
円
で
、
前
年
度
に
比

べ
て
６
億
７
１
１
８
万
円
、

27
・
３
％
減
少
し
ま
し
た
。

新
病
院
建
設
が
完
成
し
た
こ

と
に
よ
る
減
少
で
す
。
水
道

事
業
で
は
引
き
続
き
、
江
刈

地
区
水
道
整
備
事
業
を
進
め

ま
す
。

特
別
・
企
業
会
計

一
般
会
計

会　計　名 予　算　額

特　

別

国民健康保険事業 10億2781万円
農業集落排水事業 2億  817万円
後期高齢者医療事業 7399万円

企
業

病院事業 11億6354万円
水道事業 6億2152万円
合  　 　 計 30億9503万円

特別・企業会計当初予算額

　

30
年
度
の
一
般
会
計
当
初

予
算
は
、
61
億
２
３
６
６
万

円
で
前
年
度
に
比
べ
て
８
億

５
０
０
５
万
円
、
16
・
１
％

増
加
し
ま
し
た
。

　

収
入
は
、
全
体
の
47
％
を

占
め
る
地
方
交
付
税
が
28
億

８
３
５
０
万
円
で
、
前
年
度

に
比
べ
て
１
２
５
０
万
円
、

０
・
４
％
減
少
し
ま
し
た
。

町
税
や
地
方
譲
与
税
な
ど
の

増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

町
税
は
４
億
８
８
９
６
万

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
１

６
９
６
万
円
、
３
・
６
％
の

増
加
で
す
。
ま
た
、
基
金
か

ら
５
億
２
３
２
８
万
円
を
繰

り
入
れ
、
ハ
ー
ド
事
業
な
ど

の
財
源
と
し
ま
し
た
。

　

町
税
な
ど
の
自
主
財
源
の

割
合
は
21
・
３
％
。
地
方
交

付
税
な
ど
の
依
存
財
源
に
頼

る
財
政
構
造
で
、
引
き
続
き

自
主
財
源
の
確
保
が
必
要
で

す
。

　

支
出
は
、
グ
リ
ー
ン
テ
ー

ジ
本
館
改
修
工
事
や
山
村
留

学
生
寄
宿
舎
整
備
事
業
な

ど
に
よ
り
、
投
資
的
経
費

（
※
）
が
前
年
度
に
比
べ
て

７
億
４
２
２
万
円
、
82
・

３
％
増
加
し
ま
し
た
。　

　

役
場
新
庁
舎
建
設
に
向
け

た
基
本
設
計
業
務
、
高
齢
者

見
守
り
支
援
、
バ
イ
オ
マ
ス

プ
ラ
ン
ト
調
査
業
務
な
ど
各

分
野
の
新
規
事
業
が
盛
り
込

ま
れ
た
内
容
で
す
。

　

一
般
会
計
予
算
の
詳
し
い

内
訳
は
、
４
〜
５
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
※
）
投
資
的
経
費

　

施
設
建
設
な
ど
社
会
資
本

の
整
備
に
か
か
る
お
金

40

50

60

70
（単位：億円）

一般会計当初予算額の推移一般会計当初予算額の推移

48.248.248.2

H20

45.945.945.9

H21

47.447.447.4

H22

47.347.347.3

H23

48.048.048.0

H24

51.051.051.0

H25

52.252.252.2

H26

58.058.058.0

H27 H28

53.053.053.0

61.261.261.2

H29 H30

69.069.069.0

新庁舎建設新庁舎建設へ基本設計

※病院事業会計と水道事業会計は、収益的収支の支出額と
資本的収支の支出額を合算した額

老朽化 

　

３
つ
の
特
別
会
計
の
当
初

予
算
総
額
は
、
13
億
９
９
７

万
円
で
前
年
度
に
比
べ
て
１

億
６
７
０
８
万
円
、11
・
３
％
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（単位：億円）

町の借金と貯金の推移町の借金と貯金の推移

0

10

20

30

40
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70

80

90

100

72.172.172.1
67.367.367.3

63.563.563.5
60.660.660.6

58.558.558.5 56.756.756.7

10.510.510.5
14.814.814.8

22.122.122.1
27.427.427.4

34.334.334.3

42.142.142.1

H20 H21 H22 H23 H24 H25

56.156.156.1

45.145.145.1

H26

62.762.762.7

49.849.849.8 49.449.449.4

H27

72.772.772.7

H28

55.255.255.2

80.280.280.2

H29

借金額借金額 貯金額貯金額

前年より16％の増前年より16％の増

町
の
借
金
と
貯
金

　

町
の
借
金
（
一
般
会
計
の

町
債
）
の
29
年
度
末
の
見
込

額
は
80
億
２
７
２
１
万
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
て
７
億

４
７
３
０
万
円
、
10
・
３
％

増
加
し
ま
し
た
。
養
護
老
人

ホ
ー
ム
葛
葉
荘
の
新
築
な
ど

ハ
ー
ド
事
業
に
よ
り
、
借
入

金
が
増
え
ま
し
た
。
町
民
一

人
当
た
り
（
30
年
３
月
末
の

人
口
・
６
２
７
９
人
）、
約
１

２
７
万
円
に
な
り
ま
す
。

　

町
の
貯
金
（
※
主
要
４
基

金
）
の
29
年
度
末
の
見
込
額

は
55
億
２
０
０
７
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
て
５
億
７
４

０
４
万
円
、
11
・
６
％
増
加

し
ま
し
た
。
町
民
一
人
当
た

り
、約
87
万
円
に
な
り
ま
す
。

　

町
の
貯
金
と
借
金
の
推
移

は
、左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

民生費
10億5827万円
17.3％

収入

衛生費
8億2093万円
13.4％

総務費
8億4630万円
13.8％農林水産業費

6億1210万円
10.0％

公債費
（借金の返済額）
6億341万円
9.8％

土木費
7億2674万円
11.9％

消防費
3億3715万円
5.5％

議会費
6496万円　1.1％ その他の経費

3億8058万円　6.2％ 町税
4億8896万円
8.0％

町税
4億8896万円
8.0％

町税
4億8896万円
8.0％

諸収入
1億7424万円
2.8％

諸収入
1億7424万円
2.8％

諸収入
1億7424万円
2.8％

その他の自主財源
1億1618万円
1.9％

その他の自主財源
1億1618万円
1.9％

その他の自主財源
1億1618万円
1.9％

地方交付税
28億8350万円
47.1％

地方交付税
28億8350万円
47.1％

地方交付税
28億8350万円
47.1％

町債(町の借金）
7億4630万円
12.2％

町債(町の借金）
7億4630万円
12.2％

町債(町の借金）
7億4630万円
12.2％

国庫支出金
5億1387万円
8.4％

国庫支出金
5億1387万円
8.4％

国庫支出金
5億1387万円
8.4％

県支出金
4億9523万円
8.1％

県支出金
4億9523万円
8.1％

県支出金
4億9523万円
8.1％

その他の依存財源
1億8210万円　2.9％
その他の依存財源
1億8210万円　2.9％
その他の依存財源
1億8210万円　2.9％

自主財源
13億266万円
21.3％

自主財源
13億266万円
21.3％

自主財源
13億266万円
21.3％

依存財源
48億2100万円
78.7％

依存財源
48億2100万円
78.7％

依存財源
48億2100万円
78.7％

教育費
6億7322万円
11.0％

繰入金
5億2328万円
8.6％

繰入金
5億2328万円
8.6％

繰入金
5億2328万円
8.6％

項　　　目 摘　　　　要

自
主
財
源

（
町
が
自
力
で
収
入

で
き
る
お
金　
　

）

町税 町民税や固定資産税など、町民
の皆さんからの税金

諸収入 町有建物等の移転補償費など

繰入金 一般会計、特別会計、基金等の
会計間を移動するお金

その他の
自主財源

分担金、負担金、使用料、手数料、
寄付金など

依
存
財
源

（
国
・
県
な
ど
か
ら
、
交
付
、

割
り
当
て
ら
れ
る
お
金　

）

地方交付税 町の財政需要の状況により国か
ら配分されるお金

町債 事業を行うために国や金融機関
などから借りるお金

国庫支出金 事業を行うために国からもらう
お金

県支出金 事業を行うために県からもらう
お金

その他の
依存財源

地方消費税交付金、利子割交付
金、交通安全対策特別交付金な
ど

※
主
要
４
基
金

・
財
政
調
整
基
金

・
町
債
減
債
基
金

・
地
域
づ
く
り
振
興
基
金

・
公
共
施
設
等
整
備
基
金
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一般会計61億円の　予算　を見る

30年度一般会計予算を町民一人当たりにすると （家計簿に例えると･･･）
繰出金 9.1％
子供への仕送り
88,000円

負担金等 18.7％
年金･保険料等
182,000円

物件費 17.3％
光熱水費等
168,000円

建設事業費 25.5％
家の増改築等
248,000円

公債費 9.8％
住宅ローン等
95,000円

扶助費 6.5％
医療費等
63,000円

人件費 13.1％
食費
127,000(　　　　　)

増改築の
費用が、
約11万円
増えたわ。

971,000円
30年3月末の人口

6,279人

133 1％

費 6

0

6費 6

0

6

費 

費 6

0

6

00

1133 1％

66

1133 1％

66

1

6

0

1133 1％

66

1133.1％

6

0

6

0

6.5％6.6.66666.5％.5％.5％5％55％55％55％55％55％

民生費
10億5827万円
17.3％

民生費
10億5827万円
17.3％

民生費
10億5827万円
17.3％

支出

衛生費
8億2093万円
13.4％

衛生費
8億2093万円
13.4％

衛生費
8億2093万円
13.4％

総務費
8億4630万円
13.8％

総務費
8億4630万円
13.8％

総務費
8億4630万円
13.8％農林水産業費

6億1210万円
10.0％

農林水産業費
6億1210万円
10.0％

農林水産業費
6億1210万円
10.0％

公債費
（借金の返済額）
6億341万円
9.8％

公債費
（借金の返済額）
6億341万円
9.8％

公債費
（借金の返済額）
6億341万円
9.8％

土木費
7億2674万円
11.9％

土木費
7億2674万円
11.9％

土木費
7億2674万円
11.9％

消防費
3億3715万円
5.5％

消防費
3億3715万円
5.5％

消防費
3億3715万円
5.5％

議会費
6496万円　1.1％
議会費
6496万円　1.1％
議会費
6496万円　1.1％ その他の経費

3億8058万円　6.2％
その他の経費
3億8058万円　6.2％
その他の経費
3億8058万円　6.2％ 町税

4億8896万円
8.0％

諸収入
1億7424万円
2.8％

その他の自主財源
1億1618万円
1.9％

地方交付税
28億8350万円
47.1％

町債(町の借金）
7億4630万円
12.2％

国庫支出金
5億1387万円
8.4％

県支出金
4億9523万円
8.1％

その他の依存財源
1億8210万円　2.9％

自主財源
13億266万円
21.3％

依存財源
48億2100万円
78.7％

教育費
6億7322万円
11.0％

教育費
6億7322万円
11.0％

教育費
6億7322万円
11.0％

繰入金
5億2328万円
8.6％

項　　目 摘　　　　要

民生費 高齢者福祉や障がい者福祉、保育所の運
営など社会保障にかかる経費

総務費 情報通信基盤などの維持管理、行政事務
などにかかる経費

衛生費 保健・衛生・環境などの業務にかかる経費

土木費 道路・公園・河川などの建設や維持管理に
かかる経費

教育費 小・中学校の運営や社会教育・体育事業な
どにかかる経費

農林水産業費 農林・畜産業の振興などにかかる経費

公債費 事業のために国や金融機関などから借り
たお金の元利償還金

消防費 防災や災害時の活動などにかかる経費

議会費 議会の運営にかかる経費

その他の経費 商工費､ 労働費､ 諸支出金､ 予備費など
の経費

ハード事業の増加でハード事業の増加で
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事業業

　健診受診状況、保健指導、予防接種などの情報を一元
管理し、町民の健康増進を支援

制を拡大するため、30人規

　土砂災害等の危険箇所や避難所などの防災マップ、
災害時に備えた防災ガイドブックを全戸配布

　社会体育館のトイレ改修と照明ＬＥＤ化、総合
運動公園多目的グラウンドの用具庫の前を舗装

予算額
1194万円

予算額
2億7000万円

予算額
495万円

予算額
1240万円

宝箱から
”すごい　　
きたぞ～

健康管理システム導入寄宿舎整備

防災マップ整備

社会体育施設改修工事

主な新規事業をお知らせします。
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30年度30年度 事業事

　首都圏など県外のくずまきファンや町に関わる学生・
若者のネットワークを構築し将来の移住定住につなげる

　山村留学生の受け入れ体 
模の寄宿舎を整備

　老朽化しているグリーンテージ本館の改修工事を
行い、施設の機能強化と長寿命化を図る

　テレビとマイナンバーカードを活用した高齢者
の見守り支援

予算額
100万円

予算額
2億6000万円

予算額
200万円

「葛
くず

巻
まき

町
まち

」という　
今年は“も～っと
　　 宝物が出て　

くずまきコミュニティ構築 山村留学生

グリーンテージ改修工事

くずまきほっとライン運営支援

注目注目!!
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30年度予算を見る

定
住
住
宅

移
住
定
住

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

イ
ン
タ
ー
ン

シ

ッ

プ

暮
ら
し
体
験

新
庁
舎
建
設

生
ご
み
収
集

総
務

企
画

総
務

企
画

総
務

企
画

政
策

秘
書

総
務

企
画

政
策

秘
書

農
林

環
境

　
　

定
住
促
進
住
宅
の
整
備

内
容
は
。

　
　

単
身
者
向
け
の
ア
パ
ー

ト
型
で
、
６
世
帯
分
の
住
宅

を
整
備
す
る
。
場
所
は
野
中

地
区
で
調
整
を
進
め
て
い
る
。

　
　

移
住
定
住
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
役
割
は
。

　
　

く
ず
ま
き
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
構
築
業
務
の
内
容
は
。

　
　

町
に
関
わ
っ
た
こ
と
が

あ
る
町
外
の
人
た
ち
に
、
く

ず
ま
き
フ
ァ
ン
と
し
て
つ
な

が
り
を
持
ち
、
首
都
圏
で
町

の
情
報
発
信
に
協
力
し
て
も

ら
う
。

　
　

葛
巻
型
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
受
入
業
務
の
内
容

は
。

　
　

大
学
生
に
役
場
や
第
三

セ
ク
タ
ー
の
職
業
体
験
を
し

て
も
ら
う
。
29
年
度
は
岩
手

大
学
、
岩
手
県
立
大
学
、
盛

　
　

く
ず
ま
き
暮
ら
し
体
験

ツ
ア
ー
の
内
容
は
。

　
　

町
に
興
味
が
あ
る
人
た

ち
か
ら
、
町
内
の
暮
ら
し
を

体
験
し
民
泊
し
て
も
ら
う
。

体
験
そ
の
も
の
が
大
き
な
魅

力
発
信
と
な
る
も
の
。
29
年

度
に
は
９
月
と
２
月
の
２
回

行
っ
て
い
る
。

　
　

新
庁
舎
建
設
基
本
設
計

業
務
の
内
容
と
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　

新
庁
舎
の
基
本
設
計
、

　
　

生
ご
み
収
集
を
委
託
に

す
る
理
由
は
。

　
　

生
ご
み
を
処
理
し
て
い

る
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ン
ト
は

廃
棄
物
処
理
施
設
で
は
な
い

た
め
収
集
業
務
は
町
直
営
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

近
年
、
こ
う
い
っ
た
施
設
が

全
国
的
に
増
え
て
お
り
、
あ

ら
た
め
て
県
と
協
議
し
委
託

で
も
よ
い
と
の
回
答
を
得
た

た
め
、
30
年
度
か
ら
委
託
業

務
と
す
る
。
委
託
料
の
内
容

は
人
件
費
と
車
両
購
入
費
。

葛巻型インターンシップに参加する大学生。若者から町に興味を
持ってもらう取り組みです。

～輝くふるさと常任委員会～

　３月９日に、30年度当初
予算の審査を行いました。
　主な質疑の内容をお知らせ
します。

一 般
会 計

問問

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

答

　
　

移
住
者
の
フ
ォ
ロ
ー
を

行
う
。
町
内
の
案
内
や
移
住

者
か
ら
の
相
談
な
ど
現
場
対

応
を
し
て
、
移
住
者
と
地
域

を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
う
。

答

岡
大
学
の
学
生
16
人
を
受
け

入
れ
た
。
30
年
度
は
県
外
の

大
学
か
ら
も
受
け
入
れ
る
。

敷
地
測
量
、
地
盤
調
査
を
行

う
。
今
後
の
建
設
の
概
要
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
29
年
度
に
基

本
的
な
方
向
性
の
決
定
、
30

年
度
に
町
民
を
交
え
た
建
設

委
員
会
の
開
催
と
基
本
設

計
、
32
年
度
に
新
庁
舎
完
成

を
目
指
す
。
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バ
イ
オ
マ
ス

プ
ラ
ン
ト

道　

の　

駅

レ
ス
ト
ラ
ン

健
康
管
理

町
営
住
宅

グ
リ
ー
ン
テ
ー
ジ

改

修

国
保
運
営

農
林

環
境

農
林

環
境

健
康

福
祉

建
設

水
道

総
務

企
画

国
保

会
計

　
　

畜
ふ
ん
バ
イ
オ
マ
ス
プ

ラ
ン
ト
建
設
用
地
等
調
査
業

務
の
内
容
は
。

　
　

バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ン
ト

の
利
用
者
数
や
家
畜
頭
数
な

ど
を
勘
案
し
、
候
補
地
を
選

出
し
て
地
質
調
査
、
条
件
調

査
、
環
境
調
査
を
行
う
。

　
　

道
の
駅
レ
ス
ト
ラ
ン
概

略
設
計
業
務
の
内
容
は
。

　
　

レ
ス
ト
ラ
ン
の
利
用
者

が
主
に
ど
の
よ
う
な
方
々
で
、

ど
の
よ
う
な
食
事
を
提
供
す

る
か
、
そ
の
た
め
の
間
取
り

や
内
装
な
ど
を
検
討
す
る
。

　
　

健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
の

概
要
は
。

　
　

健
診
、
予
防
接
種
、
母

子
保
健
、
保
健
指
導
な
ど
を

世
帯
ご
と
に
情
報
管
理
し
、

住
民
の
健
康
増
進
を
図
る
。

　
　

町
営
住
宅
長
寿
命
化
修

繕
工
事
の
対
象
と
修
繕
内
容

は
。

　
　

41
年
経
過
し
て
い
る
堀

の
内
住
宅
の
外
壁
の
補
修
を

行
い
、
サ
ッ
シ
と
玄
関
の
ド

ア
を
取
り
換
え
て
結
露
を
抑

制
し
住
宅
の
延
命
化
を
図
る
。

　
　

グ
リ
ー
ン
テ
ー
ジ
本
館

改
修
工
事
の
内
容
は
。

　
　

屋
根
の
ふ
き
替
え
、
外

壁
の
塗
装
や
補
修
、
玄
関

ホ
ー
ル
と
ト
イ
レ
の
改
修
、

　
　

30
年
度
か
ら
都
道
府
県

化
と
な
る
が
、
今
後
の
国
保

運
営
の
課
題
と
対
策
は
。

　
　

一
般
会
計
か
ら
の
ル
ー

ル
外
の
繰
り
入
れ
は
県
の
方

針
で
解
消
し
て
い
く
方
向
に

あ
る
た
め
、
中
長
期
的
な
財

源
確
保
が
課
題
。
当
町
は
町

民
一
人
当
た
り
の
医
療
費
が

高
い
こ
と
か
ら
、
検
診
率
を

向
上
し
病
気
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
に
よ
っ
て
医
療
費

を
抑
制
し
た
い
と
考
え
る
。

基
金
残
高
を
増
や
し
税
の
徴

収
率
を
上
げ
る
こ
と
が
財
源

の
確
保
策
と
な
る
。

　

30
年
度
当
初
予
算
に
つ
い

て
、
賛
成
の
立
場
で
意
見
を

述
べ
ま
す
。

　

30
年
度
は
町
総
合
計
画
・

前
期
基
本
計
画
の
３
年
目
と

な
り
ま
す
が
、
人
口
減
少
対

策
事
業
や
老
朽
化
し
た
公
共

施
設
の
更
新
事
業
継
続
な
ど

の
課
題
解
決
に
向
け
た
重
点

施
策
と
他
分
野
の
施
策
と
の

調
和
が
と
れ
た
予
算
内
容
で

す
。

　

人
口
減
少
対
策
と
し
て
、

単
身
者
用
の
定
住
促
進
住
宅

を
整
備
す
る
ほ
か
、
く
ず
ま

き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
築
業
務
、

移
住
定
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
配
置
な
ど
定
住
の
成

果
に
つ
な
が
る
施
策
で
す
。

　

若
者
子
育
て
世
代
支
援
施

策
と
し
て
、
産
婦
健
康
診
査

事
業
、
新
生
児
聴
覚
検
診
事

業
な
ど
魅
力
あ
る
子
育
て
環

境
づ
く
り
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

民
生
・
衛
生
の
分
野
で
は
、

く
ず
ま
き
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
運

営
支
援
事
業
で
高
齢
者
の
見

守
り
支
援
が
、
健
康
管
理
シ

ス
テ
ム
導
入
事
業
で
町
民
の

健
康
増
進
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

30
年
度
当
初
予
算
は
、
基

本
構
想
に
掲
げ
ら
れ
た
「
未

来
を
協
創
す
る
高
原
文
化
の

町
」
の
実
現
に
向
け
た
各
施

策
の
進
展
を
図
る
こ
と
に
よ

り
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

と
移
住
定
住
人
口
の
増
加
を

目
指
す
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容

で
評
価
し
ま
す
。

山
崎　

邦
廣 

議
員

■
反
対
討
論
な
し

特 別
会 計

問

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

答

賛
成
討
論
（
要
約
）

厨
房
の
増
改
築
、
ロ
ビ
ー
と

客
室
の
模
様
替
え
、
床
の
張

替
え
な
ど
。
グ
リ
ー
ン
テ
ー

ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
こ
れ

で
終
了
と
な
る
。
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子育 て世帯の定住促進へ子育 て世帯の定住促進へ

いらっしゃい住宅を１棟追加

●
い
ら
っ
し
ゃ
い
葛
巻
子
育

て
支
援
住
宅
条
例
の
改
正

　

子
育
て
世
帯
の
移
住
を
促

進
す
る
た
め
、
小
屋
瀬
地
区

に
住
宅
を
１
棟
追
加
整
備
。

８
月
か
ら
入
居
開
始
の
予
定

で
す
。

　

こ
の
整
備
に
よ
り
小
屋
瀬

条

例

条

例

人　

事　

案　

件

そ

の

他

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

の
同
意

　

村
木
良
悦
さ
ん
（
下
町
）

を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。
任
期
は
33
年
４
月

14
日
ま
で
。

●
岩
手
県
総
合
事
務
組
合
規

約
の
変
更
等

　

紫
波
、
稗
貫
衛
生
処
理
組

合
に
常
勤
の
職
員
が
配
置
さ

れ
な
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、

退
職
手
当
の
支
給
事
務
を
共

同
処
理
す
る
団
体
か
ら
除
く

変
更
。

●
岩
手
県
総
合
事
務
組
合
の

財
産
処
分

　

紫
波
、
稗
貫
衛
生
処
理
組

合
が
納
付
し
た
退
職
手
当
負

担
額
の
精
算
。

　

３
月
定
例
会
議
で
、
い

ら
っ
し
ゃ
い
葛
巻
子
育
て

支
援
住
宅
条
例
や
町
税
条

例
の
改
正
、
29
年
度
補
正

予
算
な
ど
の
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

定 例 会 議 で定 例 会 議 で
決 ま っ た こ と決 ま っ た こ と

い
ら
っ
し
ゃ
い
住
宅
は
、
全

部
で
３
棟
（
３
世
帯
分
）
と

な
り
ま
す
。

●
町
税
条
例
の
改
正

　

国
民
健
康
保
険
税
の
税
額

を
算
定
す
る
た
め
の
定
義
を

整
理
。
税
額
は
基
礎
課
税
額
、

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税

額
、
介
護
納
付
金
課
税
額
の

合
算
額
。

●
国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正

　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
の
設
置
を
規
定
。

●
国
民
健
康
保
険
事
業
財
政

調
整
基
金
条
例
の
改
正

　

国
民
健
康
保
険
の
都
道
府

県
化
に
伴
い
、
基
金
の
設
置

目
的
か
ら
保
険
給
付
費
、
後

期
高
齢
者
支
援
金
、
介
護
納

付
金
な
ど
を
削
除
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す

る
条
例
の
改
正

　

国
民
健
康
保
険
の
住
所
地

特
例
を
受
け
て
い
る
者
が
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
と

な
っ
た
後
も
引
き
続
き
住
所

地
特
例
を
継
続
。

さらなる子育て世帯の受け入れ環境を整備している３棟目の小屋瀬
いらっしゃい住宅。
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定 例 会 議 で定 例 会 議 で
決 ま っ た こ と決 ま っ た こ と

補

正

予

算

補

正

予

算

会　計　名 補正額 補正後の予算額

一　般　会　計 １億1400万円 62億8805万円

特
別
・
企
業
会
計

国民健康保険事業 5852万円 13億 97万円

後期高齢者医療事業 887万円 7814万円

病　 院　 事　 業
（ 収 益 的 支 出 ） △2796万円 13億 617万円

水　 道　 事　 業
（ 収 益 的 支 出 ） △558万円 １億9239万円

《主な予算の使いみち》
■ 葛巻小学校校舎大規模改修事業･･････････････ ２億1000万円
■ 病院経営の安定化対策（病院会計へ繰り出し）････ 5000万円
■ 障害福祉サービス費、自立支援医療費等 ･･････････  943万円
■ 葛巻高校制服購入費助成 ････････････････････････  275万円

【
主
な
質
疑
】

2929年度補正予算年度補正予算 葛
巻
高
校
入
学
者
の

　

制
服
購
入
費
に
助
成

葛
巻
小
学
校

大
規
模
改
修

小
屋
瀬
小
学
校

校
舎
改
修

病
床
利
用
患
者
数

教
育

委
員
会

教
育

委
員
会

葛
巻

病
院

　
　

葛
巻
小
学
校
校
舎
大
規

模
改
修
事
業
の
内
容
は
。

　
　

築
36
年
経
過
し
老
朽
化

に
よ
る
劣
化
が
進
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、
水
道
施
設
、
排

水
施
設
、
給
湯
設
備
、
暖
房

設
備
の
更
新
、
屋
根
の
塗
装
、

内
装
、
外
壁
、
床
の
補
修
、

照
明
装
置
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
ト

イ
レ
の
洋
式
化
を
行
う
。
12

月
補
正
で
設
計
費
を
予
算
計

上
し
て
い
る
。

　
　

小
屋
瀬
小
学
校
校
舎
改

修
事
業
の
内
容
は
。

　
　

今
年
度
３
学
級
分
の
改

修
を
行
っ
た
が
特
別
支
援
学

級
の
設
置
に
よ
り
１
学
級
増

え
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
教
室

の
寒
さ
対
策
と
し
て
窓
枠
を

ス
チ
ー
ル
製
か
ら
ア
ル
ミ

サ
ッ
シ
製
に
し
、
壁
や
床
な

ど
に
断
熱
材
を
入
れ
る
。

　
　

病
床
の
利
用
状
況
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

29
年
度
実
績
見
込
み
は

１
日
平
均
の
一
般
病
床
患
者

数
が
当
初
34
人
か
ら
26
人
に

減
と
な
る
。
新
病
院
に
切
り

替
わ
る
前
後
に
患
者
数
が
落

ち
込
ん
だ
。
今
後
は
病
床
利

用
率
７
割
（
１
日
30
人
）
以

上
を
目
指
す
。

問

問

問

答

答

答

大規模改修が行われる葛巻小学校。児童の学校環境整備
が図られます。

　

一
般
会
計
に
１
億
１
４
０

０
万
円
追
加
し
総
額
を
62
億

８
８
０
５
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

主
な
歳
入
は
学
校
施
設
環

境
改
善
交
付
金
６
５
４
４
万

円
な
ど
で
す
。

　

歳
出
は
葛
巻
小
学
校
校
舎

大
規
模
改
修
工
事
、
病
院
経

営
の
安
定
化
対
策
と
し
て
病

院
会
計
に
５
０
０
０
万
円
の

繰
り
出
し
、
葛
巻
高
校
入
学

者
へ
の
制
服
購
入
費
助
成

（
男
子
生
徒
は
５
万
円
、
女

子
生
徒
は
６
万
円
）
な
ど
で

す
。

　

各
会
計
の
補
正
額
と
主
な

予
算
の
使
い
み
ち
は
、
上
の

表
の
と
お
り
で
す
。
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議 員 議 員 のの 判 断 判 断
○議員の判断で決定した議案（賛否が分かれた議案はありませんでした。）
議案等
番  号 件名と主な内容 議決

結果 賛 否

議案１号 30年度一般会計予算･･･予算額61億2366万円 可決 全員賛成

議案２号 30年度国民健康保険事業勘定特別会計予算･･･予算額10億2781万円 可決 全員賛成

議案３号 30年度農業集落排水事業特別会計予算･･･予算額２億817万円 可決 全員賛成

議案４号 30年度後期高齢者医療事業特別会計予算･･･予算額7399万円 可決 全員賛成

議案５号 30年度病院事業会計予算･･･収益的支出の予算額11億4951万円、資本的支出の予算
額1403万円 可決 全員賛成

議案６号 30年度水道事業会計予算･･･収益的支出の予算額２億 419万円、資本的支出の予算額
４億1732万円 可決 全員賛成

議案７号 29年度一般会計補正予算（第６号）･･･ １億1400万円を追加して予算額62億8805
万円に 可決 全員賛成

議案８号 29年度国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第４号）･･･5852万円を追加して
予算額13億97万円に 可決 全員賛成

議案９号 29年度後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）･･･887万円を追加して予算
額7814万円に 可決 全員賛成

議案10号 29年度病院事業会計補正予算（第２号）･･･収益的支出の予算額を2796万円減額し
て13億 617万円に 可決 全員賛成

議案11号 29年度水道事業会計補正予算（第３号）･･･収益的支出の予算額を558万円減額して
１億9239万円に 可決 全員賛成

議案12号 町税条例の改正･･･国民健康保険税の課税額に係る定義の改正など 可決 全員賛成

議案13号 国民健康保険条例の改正･･･国民健康保険運営協議会の設置を追加する改正など 可決 全員賛成

議案14号 国民健康保険事業財政調整基金条例の改正･･･国民健康保険の都道府県化に伴い、設
置目的の改正など 可決 全員賛成

議案15号 後期高齢者医療に関する条例の改正･･･国民健康保険制度で住所地特例を受けている
者が、引き続き後期高齢者制度でも住所地特例が受けられるように改正 可決 全員賛成

議案16号 いらっしゃい葛巻子育て支援住宅条例の改正･･･小屋瀬いらっしゃい住宅を１棟追加
整備 可決 全員賛成

議案17号 岩手県市町村総合事務組合規約の一部変更等の協議･･･紫波、稗貫衛生処理組合に常
勤の職員が配置されなくなることによる変更 可決 全員賛成

議案18号 岩手県市町村総合事務組合の財産処分の協議･･･紫波、稗貫衛生処理組合が納付した
退職手当負担額の精算 可決 全員賛成

同意１号 固定資産評価審査委員の同意･･･村木良悦さんを再任することに同意 同意 全員賛成

〈議決結果〉

議
会
活
動
報
告

●
岩
手
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
定
例
会

（
高
宮
一
明
議
員
出
席
）

◇
期
日　

30
年
２
月
19
日

◇
場
所　

岩
手
県
自
治
会
館

◇
議
案　

後
期
高
齢
者
医
療

条
例
の
改
正
ほ
か
９
議
案

◇
議
決
結
果　

全
議
案
可
決

●
盛
岡
地
区
広
域
消
防
組
合

議
会
定
例
会
（
辰
柳
敬
一

議
員
出
席
）

◇
期
日　

30
年
２
月
20
日

◇
場
所　

盛
岡
中
央
消
防
署

◇
議
案　

30
年
度
当
初
予
算

ほ
か
８
議
案

◇
議
決
結
果　

全
議
案
可
決

●
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合

議
会
（
姉
帯
春
治
、
大
平

守
、山
崎
邦

議
員
出
席
）

◇
期
日　

30
年
２
月
23
日

◇
場
所　

西
根
総
合
支
所

◇
議
案　

介
護
保
険
条
例
の

改
正
ほ
か
11
議
案

◇
議
決
結
果　

全
議
案
可
決
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柴
しば

田
た

 勇
いさ

雄
お

 議員

　
　
　

新
庁
舎
建
設
等
大
型

事
業
が
目
白
押
し
と
な
っ
て

い
る
が
、
30
年
度
当
初
予
算

を
編
成
し
て
の
財
政
所
見
や

今
後
の
行
財
政
運
営
の
見
通

し
を
伺
う
。

　
　
　

30
年
度
予
算
で
は
、

町
の
最
重
要
課
題
で
あ
る

人
口
減
少
対
策
に
取
り
組

み
、
こ
れ
ま
で
の
各
種
施
策

に
「
よ
り
一
層
磨
き
を
か
け
、

輝
か
せ
る
」
こ
と
に
重
点
を

置
い
た
。
各
施
策
分
野
で
の

バ
ラ
ン
ス
に
配
意
し
、
一
般

会
計
の
当
初
予
算
は
約
61
億

円
と
、
対
前
年
比
16
％
増
と

な
り
大
型
予
算
と
な
っ
た
。

　

将
来
に
わ
た
る
財
政
運
営

の
安
定
性
を
考
慮
し
、
国
・

県
の
補
助
金
な
ど
特
定
財
源

の
確
保
や
各
種
基
金
の
有
効

活
用
を
図
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

新
規
地
方
債
の
発
行
額
を
低

く
抑
え
た
。

　

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る

社
会
情
勢
を
注
視
し
、
多
様

　
　
　

新
庁
舎
建
設
に
伴
い
、

町
道
役
場
線
を
茶
屋
場
田
子

線
に
直
結
さ
せ
る
連
絡
道
整

備
や
役
場
周
辺
の
整
備
計
画

の
考
え
は
。

　
　
　

現
在
、
整
備
を
進
め

て
い
る
町
道
茶
屋
場
田
子
線

化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
、
安
定
的
な
財

政
運
営
を
維
持
し
、
効
率
的

か
つ
持
続
可
能
な
行
財
政
運

営
に
努
め
る
。

　

新
庁
舎
に
係
る
、
現
時
点

で
の
概
算
総
事
業
費
は
、
約

36
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

整
備
に
係
る
財
源
は
、
地
方

債
26
億
円
、
基
金
か
ら
10
億

円
を
予
定
し
て
い
る
。

　

大
き
な
財
政
負
担
を
伴
う

庁
舎
建
設
事
業
費
と
な
る
こ

と
か
ら
、
建
設
コ
ス
ト
の
圧

縮
に
努
め
、
基
金
を
は
じ
め

と
し
た
各
種
財
源
の
有
効
活

用
を
図
り
、
財
政
の
健
全
性

が
崩
れ
な
い
よ
う
慎
重
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

町道役場線を拡幅整備することで、役場と病院へ
の交通の便が良くなると期待されます。

議
員

議
員

町
長

町
長

一般質問

問

答

大型事業後の財政見通しは

健全性を崩さないよう取り組む

新
庁
舎
・
行
財
政
運
営

町
道
の
整
備
計
画

は
、
バ
イ
パ
ス
的
機
能
や
町

中
心
部
有
事
の
際
の
迂
回

ル
ー
ト
機
能
も
併
せ
持
つ
の

で
、
国
道
２
８
１
号
と
の
連

絡
道
の
確
保
は
重
要
と
考
え

て
い
る
。
現
在
、
２
カ
所
を

候
補
地
と
し
て
概
略
調
査
中

で
、
そ
の
一
つ
が
町
道
役
場

線
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

役
場
周
辺
の
整
備
は
、
旧

病
院
か
ら
役
場
庁
舎
ま
で
の

町
有
地
と
役
場
入
口
旧
遠
藤

邸
、
町
道
役
場
線
を
含
め
た

エ
リ
ア
を
再
整
備
の
対
象
と

し
て
い
る
。

現
時
点
で
は
、
旧
病
院
と
旧

老
人
ホ
ー
ム
の
跡
地
は
駐
車

場
に
、
現
役
場
庁
舎
の
敷
地

は
各
種
施
設
の
集
約
化
や
複

合
化
を
図
っ
た
新
庁
舎
の
建

設
予
定
で
検
討
し
て
い
る
。

ま
た
、
旧
遠
藤
邸
は
住
居
部

分
を
解
体
撤
去
し
、
町
道
役

場
線
の
拡
幅
用
地
と
し
て
活

用
す
る
ほ
か
、
敷
地
内
に
あ

る
蔵
部
分
に
つ
い
て
は
、
何

ら
か
の
有
効
活
用
策
を
今
後

検
討
す
る
考
え
で
あ
る
。

　３月５日に、３議員が一般質問を行いました。一般質問は、町の行政全般にわたり、
事務の執行状況や将来の方針などを幅広い視点から報告や説明を求め質問します。
　議員の質問できる時間は、１時間以内です。
　議事録の内容は、町のホームページと議会事務局で閲覧ができます。

～ 今今ここが聞きたい ～
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事
業
の
形
成
促
進
の

た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
現

状
を
伺
う
。

　
　
　

こ
の
事
業
は
、
28
年

９
月
に
「
く
ず
ま
き
観
光
地

域
づ
く
り
協
議
会
」
を
設
立
、

「
観
光
」
を
切
り
口
に
地
域

Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
拡
大
す
る
と
と
も

に
、
若
い
世
代
に
と
っ
て
魅

力
的
な
働
く
場
を
創
出
し
て

い
く
こ
と
で
、
町
の
最
重
要

課
題
で
あ
る
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

　
「
観
光
」「
特
産
品
」「
ま

ち
な
か
」「
若
者・
高
校
生
」

「
移
住
交
流
」「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
の
６
つ
の
検
討
部

会
は
、
熱
意
と
情
熱
あ
る
町

民
、
関
係
団
体
で
構
成
し
、

課
題
解
決
に
向
け
目
標
を
自

主
的
に
定
め
、
具
体
化
に
向

け
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

29
年
度
は
こ
れ
ま
で
40
回

以
上
の
講
演
会
や
検
討
部
会

を
開
催
し
参
加
者
は
延
べ
６

山
やま

崎
ざき

 邦
くにひろ

 議員

０
０
人
を
超
え
た
取
り
組
み

に
成
長
し
て
い
る
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
町
の
最

重
要
課
題
で
あ
る
人
口
減
少

の
要
因
や
町
の
現
状
な
ど
理

解
い
た
だ
き
、
課
題
解
決
に

必
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実

現
化
に
向
け
、
具
体
的
な
検

討
を
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
町
家
旧
遠
藤
邸

活
用
の
イ
ベ
ン
ト
、
Ｊ
Ｒ
仙

台
駅
で
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

行
っ
て
お
り
、
参
加
者
が
自

主
的
に
集
い
、
自
発
的
に
企

３月に開催されたＤＭＯディベロップ・ミーティ
ング。検討内容の事業化が期待されます。

議
員

町
長

問

答

ＤＭＯの現状と方向性は

協 議 会 の 成 果 を 事 業 化 へ

一般質問

く
ず
ま
き
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
現
状

画
を
提
案
し
、
取
り
組
む
な

ど
、
町
へ
の
愛
着
と
、
ま
ち

づ
く
り
へ
の
参
画
意
識
の
芽

が
育
ち
、
着
実
に
、
こ
の
取

り
組
み
が
根
付
い
て
き
て
い

る
と
感
じ
て
い
る
。

事
業
化
へ
つ
な
げ
た
い
。

　

ま
た
本
事
業
の
将
来
像
が

見
え
に
く
い
と
の
声
も
あ
り
、

多
く
の
方
か
ら
参
画
、
協
力

い
た
だ
け
る
よ
う
情
報
発
信

に
努
め
て
い
く
。

　

今
後
、
本
事
業
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
に
掲
げ
る
「
特
徴
あ

る
観
光
地
へ
の
集
客
増
と
、

特
産
品
の
６
次
化
な
ど
に
よ

る
販
売
額
の
増
額
に
伴
う
地

域
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
拡
大
」及
び「
若

手
企
業
家
や
女
性
、
高
校
生

な
ど
が
日
常
を
過
せ
る
ま
ち

な
か
の
創
出
」
に
向
け
た
取

り
組
み
に
重
点
を
置
く
こ
と

に
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
、
こ
れ
ま
で
の

成
果
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、

「
本
事
業
へ
の
町
民
や
事
業

者
の
さ
ら
な
る
参
画
促
進
」

「
町
内
事
業
者
の
利
益
と
な

る
観
光
・
特
産
品
商
品
の
事

業
化
」「
若
者
・
女
性
が
歩
き

ま
わ
り
、
事
業
者
や
起
業
希

望
者
が
出
店
し
た
く
な
る
、

ま
ち
な
か
創
出
」
な
ど
の
事

業
を
実
施
す
る
予
定
だ
。

　
　
　

事
業
の
形
成
促
進
の

た
め
、
今
後
の
取
り
組
み
を

伺
う
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
一
定
の
成

果
を
挙
げ
る
一
方
で
課
題
も

あ
り
、
さ
ら
に
検
討
を
重
ね

議
員

町
長

今
後
の
取
り
組
み
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新病院内覧会での待合スペースの様子。

一般質問

山
やま

岸
ぎし

はる美
み

 議員

　
　
　

予
約
診
療
に
移
行
し

た
経
緯
と
評
価
は
。

　
　
　

旧
病
院
時
の
外
来
は

午
前
、
午
後
と
も
受
け
付
け

開
始
か
ら
診
察
ま
で
最
大
で

２
時
間
ほ
ど
の
待
ち
時
間
が

あ
る
た
め
に
受
け
付
け
後
に

一
旦
帰
宅
し
、
診
察
時
間
に

な
っ
て
も
院
内
に
い
な
い
こ

と
や
、
通
院
バ
ス
を
利
用

さ
れ
て
い
る
方
の
場
合
は

診
察
が
午
後
に
延
び
る
こ
と

で
帰
り
の
交
通
手
段
の
変
更

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
事
例
な

ど
多
く
の
課
題
が
見
受
け
ら

れ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
院
内

の
検
討
委
員
会
で
検
討
を
行

い
、
新
た
な
電
子
カ
ル
テ
へ

の
切
り
替
え
に
併
せ
て
予
約

診
療
制
や
外
来
基
本
票
の
導

入
を
図
っ
た
。
新
病
院
へ
の

移
行
後
は
、
午
前
は
８
時
の

受
け
付
け
開
始
で
９
時
か
ら

の
診
察
、
午
後
は
１
時
か
ら

の
受
け
付
け
開
始
で
２
時
か

ら
の
診
察
と
し
、
予
約
診
療

　
　
　

１
階
待
合
室
の
椅
子

と
血
圧
測
定
器
を
余
裕
の
あ

る
ス
ペ
ー
ス
へ
配
置
換
え
す

る
考
え
は
。

　
　
　

新
病
院
で
は
内
科
、

外
科
の
待
合
ス
ペ
ー
ス
に
４

人
掛
け
の
長
椅
子
を
２
列
配

置
、
そ
の
他
に
も
椅
子
は
配

置
し
て
い
る
が
車
い
す
や
ス

ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
が
通
る
ス
ペ

ー
ス
の
確
保
の
た
め
に
や
や

窮
屈
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

ス
ム
ー
ズ
な
診
療
の

た
め
に
１
階
内
へ
の
ス
ピ
ー

カ
ー
設
置
の
考
え
は
。

　
　
　

新
病
院
の
移
行
に
伴

い
医
師
が
直
接
呼
び
出
し
す

る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。

ス
ピ
ー
カ
ー
の
設
置
に
つ
い

て
は
院
内
で
問
題
点
と
解
決

策
を
整
理
、
検
討
し
対
応
し

て
い
く
。

は
１
時
間
の
予
約
枠
に
約
６

人
か
ら
10
人
程
度
で
診
察
し

て
い
る
。
運
用
開
始
当
初
は

電
子
カ
ル
テ
の
操
作
が
不
慣

れ
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
時
間

を
要
す
る
場
面
も
あ
っ
た
が
、

現
在
は
ス
ム
ー
ズ
な
診
察
を

行
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
救
急
搬
送
の
受
け

入
れ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

の
感
染
症
患
者
の
来
院
、
入

院
患
者
の
容
態
急
変
な
ど
優

先
的
に
措
置
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
合
も
あ
り
、
待
ち

時
間
が
長
く
な
る
患
者
に
対

し
て
説
明
を
行
う
な
ど
周
知

に
努
め
る
。

　

予
約
診
療
制
導
入
後
の
経

過
状
況
は
、
旧
病
院
時
の
診

療
体
制
と
比
較
す
る
と
待
ち

時
間
は
短
縮
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
予
約
診
療
制
を
継

続
し
て
い
く
。
さ
ら
に
は
患

者
数
の
多
い
内
科
外
来
で
は

総
合
診
療
科
を
効
率
よ
く
運

用
し
、
丁
寧
な
診
療
に
よ
る

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

議
員

議
員

議
員

町
長

町
長

町
長

問

答

病院診療体制の充実策は

総 合 診 療 科 の 運 用 で 対 応

予
約
診
療
体
制

１
階
待
合
ス
ペ
ー
ス

呼
び
出
し
ス
ピ
ー
カ
ー

　

混
雑
時
に
不
便
を
掛
け
な

い
よ
う
検
討
す
る
。
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　議会では、町民に開かれた議会
を目指し、多くの意見や声を聴く
機会の場として、議会報告会「ふ
るさと懇談会」を開催しています。
　１月12日に葛巻高校で葛巻高
校生と意見交換を行いましたので、
その内容をお知らせします。

９月に開校した葛巻町学習塾。学力向上と葛高の魅力
向上が期待されます。

高校生高校生とのとの
ふるさと懇談会ふるさと懇談会
　

懇
談
会
は
葛
巻
高
校
生
徒
会

役
員
な
ど
10
人
の
生
徒
と
行
わ

れ
ま
し
た
。
最
初
に
中
崎
議
長

か
ら
「
こ
の
懇
談
会
は
皆
さ
ん

が
抱
え
て
い
る
思
い
な
ど
を
意

見
交
換
し
、
そ
れ
を
良
い
町
づ

く
り
に
結
び
付
け
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
懇
談
会
で
は
重
要

な
町
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
を
与
え

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
今
後
さ

ら
に
葛
巻
高
校
が
良
い
方
向
に

進
ん
で
い
け
る
よ
う
に
私
た
ち

も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
の
で
、

遠
慮
な
く
発
言
を
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
出
席
者
が
そ
れ
ぞ

れ
自
己
紹
介
を
し
、
議
員
か
ら

町
議
会
の
役
割
や
過
去
に
葛
巻

高
校
生
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
・

要
望
に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
し

た
。

　

議
会
か
ら
の
説
明
後
、
生
徒

と
議
員
に
よ
る
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
主
な
意
見
・
要

望
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

葛
高
生
の
印
象

町
の
助
成

道
路
整
備

　
　
　

中
高
一
貫
校
の
メ
リ
ッ

ト
は
町
外
の
高
校
に
行
く
生
徒

が
少
な
い
反
面
、
入
学
し
や
す

い
。
危
機
感
を
も
っ
と
持
た
せ

る
方
策
も
必
要
と
考
え
ま
す
。

葛
巻
高
校
生
は
シ
ャ
イ
な
面
が

あ
り
、
消
極
的
な
生
徒
が
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
議
員
か
ら
見

た
葛
巻
高
校
生
の
印
象
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

葛
巻
高
校
生
は
真
面
目

過
ぎ
る
か
な
と
思
い
ま
す
。
何

事
に
も
思
い
切
っ
て
挑
戦
し
て

ほ
し
い
で
す
。

生
徒

議
員

助
成
な
ど
町
か
ら
の
支
援
が
あ

り
ま
す
が
、
葛
巻
は
酪
農
の
町

で
獣
医
師
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

獣
医
師
に
な
る
た
め
の
助
成
制

度
は
あ
り
ま
す
か
。
ま
た
、
英

語
検
定
受
験
料
に
は
半
額
の
助

成
が
あ
り
ま
す
が
、
漢
字
検
定

に
も
助
成
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　

大
学
に
進
学
す
る
際
に

は
、
町
の
奨
学
金
や
社
会
福
祉

協
議
会
に
も
無
利
子
の
貸
付
制

度
が
あ
る
の
で
活
用
し
て
ほ
し

議
員

　
　
　

学
習
塾
開
設
や
通
学
費

生
徒

　
　
　

葛
高
入
口
は
急
な
坂
道

で
、
冬
は
路
面
凍
結
や
転
倒
で

危
険
で
す
。
車
が
登
れ
な
い
の

で
対
応
を
お
願
い
し
た
い
で

す
。
ま
た
、
自
転
車
通
学
し
て

い
ま
す
が
歩
道
の
で
こ
ぼ
こ
改

修
と
、
積
雪
で
歩
道
や
道
路
が

狭
く
な
る
の
で
改
善
を
お
願
い

生
徒

い
で
す
。
漢
字
検
定
受
験
料
助

成
は
担
当
課
に
伝
え
ま
す
。

冒頭にあいさつをする中崎議長。
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自分の考えを発言する頼もしい葛高生。

し
ま
す
。

　
　
　

高
校
の
敷
地
内
は
県
の

管
轄
と
な
る
の
で
町
と
県
教
委

で
検
討
、
対
応
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
歩
道
の
改
修
と
積
雪

時
の
通
行
安
全
対
策
は
県
土
木

セ
ン
タ
ー
と
町
側
に
伝
え
、
対

応
策
を
後
日
回
答
し
て
も
ら
い

ま
す
。

議
員

　
　
　

ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
、

生
徒

　
　
　

防
災
対
策
と
し
て
町
の

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
自
然
災
害

の
被
災
予
測
地
図
）
を
作
成
す

る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
　

災
害
は
い
つ
発
生
す
る

か
分
か
ら
な
い
も
の
で
す
。
町

で
は
災
害
対
策
の
専
門
員
１
人

を
配
置
し
、
現
在
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
中
で
す
。
避
難

所
の
開
設
や
通
報
訓
練
等
担
当

課
の
み
な
ら
ず
役
場
全
体
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
議
会
で
も

「
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を

作
り
災
害
時
に
お
け
る
議
員
の

対
応
策
を
持
っ
て
い
ま
す
。

生
徒

議
員

　
　
　

公
共
施
設
の
配
色
、
ピ

ン
ク
に
近
い
ワ
イ
ン
色
が
少
し

気
に
な
り
ま
す
。
新
葛
巻
病
院

は
赤
＝
血
を
連
想
さ
せ
ま
す
。

　
　
　

色
の
イ
メ
ー
ジ
は
個
人

に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
難
し
い

問
題
で
す
。
公
共
施
設
は
ミ
ル

ク
の
白
と
ワ
イ
ン
色
で
統
一
し

て
い
ま
す
。
意
見
と
し
て
町
に

伝
え
ま
す
。

生
徒

議
員

　
　
　

町
中
心
部
に
は
コ
ン
ビ

ニ
等
が
あ
り
便
利
で
す
が
、
郊

外
で
は
買
い
物
が
で
き
ず
不
便

で
す
。
そ
の
対
策
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
　

商
店
が
経
営
を
維
持
で

き
る
よ
う
、
様
々
な
施
策
を
展

開
し
て
い
ま
す
が
、
採
算
の
問

題
か
ら
難
し
い
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
買
い
物
弱
者
を
出
さ

生
徒

議
員

中
国
な
ど
の
海
外
研
修
派
遣
や

留
学
生
の
受
け
入
れ
は
勉
強
に

な
る
の
で
継
続
し
て
ほ
し
い
で

す
。
ド
イ
ツ
研
修
の
人
数
を
増

や
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　

ド
イ
ツ
研
修
は
経
費
面

も
あ
り
ま
す
が
一
定
の
線
引
き

を
し
て
参
加
者
を
選
抜
す
る
こ

と
も
重
要
で
す
。
今
後
の
あ
り

方
は
皆
さ
ん
の
意
見
も
聞
き
な

が
ら
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員

ド
イ
ツ
研
修

防
災
対
策

公
共
施
設

買
い
物
支
援

な
い
た
め
の
タ
ク
シ
ー
助
成
等

で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
郊
外
の
街

路
灯
の
増
設
、
町
イ
ベ
ン
ト
の

増
加
、
人
口
減
少
対
策
と
し
て

の
定
住
住
宅
の
建
設
促
進
や
ワ

イ
ン
・
乳
製
品
を
Ｐ
Ｒ
し
て
来

町
者
の
増
加
策
を
図
る
な
ど
の

力
強
い
意
見
・
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。

欧州視察「ワインとミルクの旅」に参加する葛高生。国際交
流は貴重な経験です。
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中学生中学生とのとのふるさと懇談会ふるさと懇談会
　２月２日に町内３中学校
の生徒会役員と、総合セン
ター大集会室で、町政など
に対する意見交換を行いま
した。その内容をお知らせ
します。

　

15
人
の
生
徒
と
懇
談
会
を

行
い
、
最
初
に
中
崎
議
長
か

ら
「
こ
の
ふ
る
さ
と
懇
談
会

は
皆
さ
ん
が
勉
強
す
る
上
で

学
校
に
必
要
な
も
の
、
地
域

や
町
が
こ
う
い
う
方
向
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

や
、
皆
さ
ん
が
考
え
て
い
る

ま
ち
づ
く
り
の
夢
な
ど
を

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
意
見
交
換

し
、
そ
れ
を
町
の
行
政
に
取

り
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
開
催
し
て
い
ま
す
。」
と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

生
徒
と
議
員
の
主
な
意
見
交

換
は
次
の
と
お
り
で
す
。

国
道
整
備

通
学
路

図
書
充
実

校
舎
寒
さ
対
策

　
　
　

小
屋
瀬
地
区
、
只
見

地
区
、
土
谷
川
地
区
な
ど
の

国
道
２
８
１
号
沿
い
の
歩
道

整
備
を
依
頼
を
お
願
い
し
た

い
で
す
。
自
転
車
通
学
を
す
る

生
徒
が
い
ま
す
が
、
自
動
車

の
ス
ピ
ー
ド
が
出
る
区
間
な

の
で
大
変
危
険
を
感
じ
ま
す
。

　
　
　

２
８
１
号
の
要
望
は

自
治
会
か
ら
も
出
て
い
ま
す
。

議
会
で
は
県
土
木
セ
ン
タ
ー

と
地
域
課
題
に
つ
い
て
懇
談

し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
こ
で

要
請
し
て
い
き
ま
す
。
現
在

２
８
１
号
は
大
坊
峠
を
集
中

的
に
整
備
し
て
い
ま
す
の
で

歩
道
整
備
を
計
画
さ
れ
る
と

し
て
も
、
そ
の
完
成
以
降
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

生
徒

議
員

　
　
　

公
民
館
図
書
の
充
実

を
お
願
い
し
た
い
で
す
。

　
　
　

町
で
は
役
場
庁
舎
や

総
合
セ
ン
タ
ー
改
築
の
た
め

の
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
新
庁
舎
は
複
合
化

を
検
討
し
て
お
り
図
書
の
充

生
徒

議
員

　
　
　

江
刈
中
学
校
は
冬
場

教
室
等
が
寒
い
た
め
、
授
業

中
に
膝
掛
け
で
対
応
し
て
い

ま
す
。
校
舎
の
寒
さ
対
策
を

お
願
い
し
た
い
で
す
。

　
　
　

江
刈
中
学
校
は
２
年

前
に
耐
震
改
修
工
事
を
し
ま

し
た
。
さ
ら
な
る
改
修
に
つ

生
徒

議
員

　
　
　

江
刈
中
学
校
そ
ば
の

小
苗
代
橋
付
近
が
、
下
校
時

に
暗
く
て
危
険
を
感
じ
ま
す
。

懐
中
電
灯
を
持
参
し
て
い
ま

す
が
、
通
学
路
と
し
て
明
る

く
安
全
な
道
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

生
徒

　
　
　

防
犯
灯
や
街
路
灯
は

各
自
治
会
を
通
し
て
要
望
を

い
た
だ
く
も
の
で
す
。
要
望

が
あ
れ
ば
町
で
対
応
で
き
ま

す
。

議
員

実
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
、

各
世
帯
に
ア
ン
ケ
ー
ト
が
い

く
と
思
い
ま
す
の
で
皆
さ
ん

も
意
見
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

公民館で開催される本まつり。良い本との出会いは
豊かな心を育みます。
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学
習
塾

携
帯
電
話

生
活
道
路

町
バ
ス

酪
農
支
援

ス
ク
ー
ル
バ
ス

留
学
・
交
流

　
　
　

葛
巻
高
校
の
学
習
塾

生
徒

　
　
　

小
屋
瀬
中
学
校
区
の

上
外
川
地
区
に
は
携
帯
電
話

会
社
の
ア
ン
テ
ナ
が
な
い
の

で
、
誘
致
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　

上
外
川
地
区
は
旧
学

校
の
と
こ
ろ
に
携
帯
電
話
の

ア
ン
テ
ナ
を
建
て
よ
う
と
し

ま
し
た
が
地
区
の
人
の
反
対

が
あ
り
、
で
き
な
か
っ
た
と

い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

生
徒

議
員

　
　
　

農
家
が
多
い
塚
森
地

区
、
上
外
川
地
区
、
土
谷
川

地
区
な
ど
の
生
活
道
路
は
狭

く
迂
回
路
が
あ
り
ま
せ
ん
。

広
く
し
た
り
、
待
機
場
所
を

増
や
す
な
ど
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

道
路
を
整
備
し
た
当

時
は
今
の
よ
う
に
機
械
が
大

型
化
に
な
る
と
は
誰
も
思
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
道
路

を
す
ぐ
に
広
げ
る
の
は
難
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
皆

さ
ん
か
ら
の
要
望
は
町
に
伝

え
ま
す
。

生
徒

議
員

　
　
　

町
バ
ス
を
部
活
動
の

練
習
試
合
に
も
利
用
で
き
る

と
、
さ
ら
に
部
活
動
が
盛
ん

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

町
で
は
学
校
活
動
に

バ
ス
を
利
用
し
て
ほ
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
３
中
学
校

の
行
事
の
日
程
が
違
っ
た
り

す
る
の
で
調
整
次
第
で
対
応

で
き
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。

生
徒

議
員

　
　
　

酪
農
家
、
畜
産
農
家

の
経
営
が
苦
し
い
と
聞
き
ま

す
。
町
の
主
要
産
業
な
の
で
、

農
家
の
設
備
投
資
支
援
に
多

く
の
予
算
を
充
て
る
こ
と
は

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

生
徒

　
　
　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利

用
す
る
に
は
距
離
制
限
が
あ

り
、
五
日
市
小
学
校
付
近
の

生
徒
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

暗
い
道
を
歩
い
て
下
校
す
る

の
は
危
険
な
の
で
、
冬
期
間

の
下
校
時
だ
け
で
も
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
柔
軟
な
利
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
学

校
を
統
合
し
た
と
き
に
整
備

し
て
き
ま
し
た
。
今
後
対
応

可
能
か
教
育
委
員
会
に
確
認

し
て
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

生
徒

議
員

　
　
　

葛
巻
高
校
の
ド
イ
ツ

留
学
は
す
ば
ら
し
い
と
思
う

し
、
沖
縄
交
流
も
続
け
て
ほ

生
徒

い
て
は
統
合
が
あ
る
の
か
な

い
の
か
を
整
理
し
て
か
ら
に

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
　

町
で
は
26
年
度
に
新

葛
巻
型
酪
農
構
想
を
策
定
し
、

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
な
ど
を
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
進
め
て
い

ま
す
の
で
今
後
、
安
定
的
な

大
規
模
酪
農
家
が
出
る
予
定

で
す
。
町
で
は
酪
農
や
畜
産

に
多
く
の
予
算
を
配
分
し
て

い
ま
す
。

議
員

は
す
ば
ら
し
い
取
り
組
み
だ

と
思
い
ま
す
。
可
能
で
あ
れ

ば
中
学
生
も
活
用
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
さ
ら
に
良
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　

学
習
塾
で
は
現
在
50

人
以
上
の
高
校
生
が
勉
強
し

て
い
ま
す
の
で
、
中
学
生
ま

で
利
用
す
る
の
は
難
し
い
と

思
い
ま
す
。
葛
巻
高
校
に
入

学
し
て
学
習
塾
に
行
き
進
学

を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
。
葛

巻
高
校
生
が
医
学
部
に
進
学

す
る
こ
と
が
私
た
ち
の
大
き

な
目
標
で
す
。

議
員

し
い
で
す
。
視
野
が
広
が
り
、

学
習
意
欲
や
社
会
へ
の
関
心

が
高
く
な
る
の
で
、
将
来
の

町
に
貢
献
で
き
る
人
材
が
増

え
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

ド
イ
ツ
留
学
は
ワ
イ

ン
の
売
り
上
げ
利
益
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
継
続
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
皆
さ
ん
も
葛
巻
高
校
に
入

学
し
て
く
だ
さ
い
。

議
員

沖縄県北中城村への訪問研修。中学生による相互交
流が続いています。
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小学生小学生とのとのふるさと懇談会ふるさと懇談会

　２月５日に町内５小学校
の６年生の皆さんと、葛巻
小学校体育館で、意見交換
を行いました。その内容を
お知らせします。

　

懇
談
会
に
入
る
前
に
参
加

者
全
員
で
町
民
憲
章
を
朗
読

し
ま
し
た
。
最
初
に
中
崎
議

長
か
ら
「
葛
巻
町
議
会
は
県

内
で
最
も
少
な
い
10
人
の
議

会
で
す
。
町
内
全
て
の
地
域

の
意
見
課
題
を
吸
い
上
げ

る
た
め
に
自
治
会
、
小
学

生
、
中
学
生
、
高
校
生
の
皆

さ
ん
と
意
見
交
換
を
し
な
が

ら
普
段
考
え
て
い
る
こ
と
や

要
望
を
お
聞
き
し
て
ま
ち
づ

く
り
に
生
か
し
て
い
く
た
め

に
、
ふ
る
さ
と
懇
談
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
日
は
皆

さ
ん
が
学
校
で
考
え
て
い
る

こ
と
、
地
域
の
こ
と
を
遠
慮

な
く
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
よ
う
な
会
か
ら
江
刈
小
学

校
が
新
し
く
な
っ
た
り
、
小

屋
瀬
小
学
校
が
寒
く
て
大
変

と
い
う
こ
と
で
改
修
し
た
り
、

30
年
度
に
は
葛
巻
小
学
校
も

改
修
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
今
日
の
意
見
交
換

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ご
と
に

話
し
合
い

町
の
良
い
と
こ
ろ

意
見
や
要
望

　

教
育
委
員
会
の
西
舘
修
治

先
生
の
司
会
で
懇
談
会
を
進

行
し
ま
し
た
。
６
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
葛
巻
の
良
い
と

こ
ろ
、
こ
う
な
っ
た
ら
良
い

と
思
う
こ
と
な
ど
カ
ー
ド
に

書
き
プ
リ
ン
ト
に
張
っ
て
発

表
し
や
す
い
よ
う
に
整
理
し

ま
し
た
。
主
な
発
表
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

・
自
然
が
豊
か
で
山
の
緑
、

秋
の
紅
葉
、
空
気
が
き
れ
い

で
水
も
お
い
し
く
星
も
き
れ

い
に
見
え
る
。

・
温
か
い
人
が
多
く
、
笑
顔

で
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
る
。

・
安
心
し
て
安
全
に
登
下
校

で
き
る
よ
う
に
見
守
っ
て
く

れ
る
。

・
お
年
寄
り
の
方
々
と
世
代

間
交
流
が
で
き
て
知
識
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
る
。

・
環
境
に
良
い
風
力
発
電
、

太
陽
光
発
電
等
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

・
町
産
材
を
使
用
し
た
特
産

品
を
開
発
す
る
。

・
観
光
客
を
増
や
す
た
め
野

生
動
物
を
利
用
し
た
動
物
園

を
造
る
。

・
バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
で
葛
巻

の
良
い
と
こ
ろ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

・
木
を
利
用
し
た
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
を
作
っ
た
り
、
公
園

を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

・
木
の
工
作
を
す
る
機
会
を

多
く
開
催
し
て
ほ
し
い
。

・
商
店
街
を
利
用
し
て
若
い

人
が
勉
強
や
お
し
ゃ
べ
り
が

で
き
る
よ
う
な
カ
フ
ェ
を

西舘先生の進行で懇談会がスタート。
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ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す

今
後
の
プ
ラ
ス
に

造
っ
て
ほ
し
い
。

・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や

各
地
区
に
商
店
が
あ
る
と
便

利
だ
と
思
う
。

・
お
年
寄
り
が
歩
き
や
す
い

道
路
整
備
と
横
断
歩
道
に
音

の
出
る
信
号
機
を
付
け
て
ほ

し
い
。

・
鼻
炎
の
人
が
多
い
の
で
葛

巻
病
院
に
耳
鼻
科
が
ほ
し
い
。

・
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

実
用
化
は
す
ご
い
と
思
う
が

関
心
が
少
な
い
の
で
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
イ

ベ
ン
ト
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

な
ど
多
く
の
意
見
が
出
ま
し

た
。

　

そ
れ
を
受
け
て
議
員
か
ら

「
耳
鼻
科
、
小
児
科
等
お
医

者
さ
ん
が
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
葛
巻
病
院
で
は
週
何

回
か
来
て
も
ら
う
よ
う
町
で

も
一
生
懸
命
努
力
し
て
い
ま

す
。
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
取
り
組
み
も
風
力
発
電
、

太
陽
光
発
電
、
畜
産
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
等
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
忘
れ
ら
れ
て
い
る

の
は
薪
ス
ト
ー
ブ
と
か
木
炭

利
用
で
す
。
木
を
再
生
し
な

が
ら
最
終
的
に
木
を
燃
や
し

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
る
こ
と
は

新
し
く
森
を
つ
く
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も

植
樹
祭
、
活
樹
祭
な
ど
町
の

森
林
づ
く
り
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

な
ど
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

グループごとに話し合い、考えをまとめていきます。

　

西
舘
先
生
か
ら
は
「
今
日

発
表
で
き
た
こ
と
も
大
事
で

す
が
、
こ
れ
で
終
わ
り
に
す

る
こ
と
な
く
こ
れ
か
ら
自
分

に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
、

今
後
の
学
習
に
生
か
す
こ
と

が
で
き
な
い
か
、
卒
業
に
向

け
て
プ
ラ
ス
に
し
て
も
ら
え

れ
ば
と
思
い
ま
す
。」
と
講

評
が
あ
り
ま
し
た
。

　

発
表
を
聞
い
た
議
員
か
ら

「
町
の
こ
と
を
深
く
考
え
て

く
れ
て
い
る
と
心
強
く
思
い

ま
し
た
。
将
来
、
農
業
酪
農

に
も
関
心
を
持
ち
担
い
手
に

な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

　

葛
巻
病
院
に
耳
鼻
科
の
先

生
が
ほ
し
い
と
い
う
お
話
が

あ
り
ま
し
た
が
、
今
日
集

ま
っ
た
皆
さ
ん
の
中
か
ら
勉

強
し
て
お
医
者
さ
ん
に
な
っ

て
葛
巻
病
院
で
働
い
て
ほ
し

い
で
す
。
私
た
ち
も
協
力
し

応
援
し
ま
す
。」
と
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
中
崎
議
長
が
「
６

年
生
の
皆
さ
ん
は
よ
く
町
の

こ
と
を
理
解
し
て
い
る
な
と

感
心
し
ま
し
た
。
葛
巻
病
院

が
新
し
く
な
り
、
次
は
役
場

庁
舎
と
併
せ
て
総
合
セ
ン
タ

ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を
ど
う

す
る
か
、
病
院
か
ら
役
場
ま

で
の
エ
リ
ア
を
ど
う
利
用
す
る

か
を
役
場
の
職
員
と
意
見
交

換
を
し
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ

皆
さ
ん
も
要
望
を
出
し
て
く

だ
さ
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
高
校
、
中
学

校
、
小
学
校
、
各
自
治
会
で

の
ふ
る
さ
と
懇
談
会
で
聞
い

た
意
見
を
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

整理した意見を発表する６年生。限られた時間内で、
きちんとまとめています。



22平成30年４月13日発行No.182

N
o.　
　

182
３
月
定
例
会
議

平
成
30年

４
月
13日

発
行

発
行
　
岩
手
県
葛
巻
町
議
会

編
集
　
広
報
常
任
委
員
会

〒
028-5495 岩

手
県
岩
手
郡
葛
巻
町
葛
巻
16-1-1

TEL・
0195-66-2111　

FA
X・
0195-66-2780

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▶
http://w

w
w
.tow

n.kuzum
aki.iw

ate.jp/ 森林認証した紙を使用して
おります。

「くずまき議会だより」は、ユニバーサルカラーとユニバーサルフォント
に対応しており、より多くの方に視認しやすく、判読しやすいように配慮
して制作しております。一部当たり約105円で作成されています。
印刷：㈱白ゆり　〒020-0122 岩手県盛岡市みたけ6-1-50

く ず ま きく ず ま き のの 笑 顔笑 顔 表紙の紹介

編
集
後
記

　

29
年
度
は
、
ふ
る
さ
と
懇
談
会
を

小
学
校
、
中
学
校
、
葛
巻
高
校
、
開

催
希
望
の
あ
っ
た
自
治
会
で
行
い
ま

し
た
。
議
会
で
は
今
後
も
地
域
課
題

を
解
決
し
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り

を
す
る
た
め
に
、
多
く
の
方
々
の
声

を
聴
く
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま

す
。

　

今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

広
報
常
任
委
員
会

委
員　

高　

宮　

一　

明

情 報 公 開
　議長が議会の対外的活動をするための経費が議長交際
費です。各団体の総会、式典の会費が主なものです。

１月 37,000円（
（
（

町民総合体育大会総合
閉会式ほか

町安全協議会研修会
並びに懇談会ほか

自衛隊入隊・入校予定者
激励会ほか

）
）
）

25,000円
31,000円

２月
３月

次の定例会議は７月６日(金)です。

　葛巻高等学校（上柿剛校長・生徒133
人）の30年度入学式は、４月７日、同校
体育館で行われ新入生46人（うち町外か
らは山村留学生３人を含む10人）が入学
しました。新入生を代表して、 口洋尚
さん（葛巻中卒）が力強く宣誓しました。

葛 巻 高 等 学 校 の 入 学 式


